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地すべり地における地下水観測

• 地すべりの機構解析 ← 地下水位変動

• 斜面安定解析 ← 地下水位

地下水位 ＝ 間隙水圧 ？ 1

全区間ストレーナ

• 多くの地区で、全区間スト
レーナを使用。

• しかし、全区間ストレーナ
は、複雑な水文地質状況
に対応できない。

• その場合、観測水位を間
隙水圧とみなすことはでき
ない。

地すべり地の水文地質は複雑
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部分ストレーナ

• すべり面付近をストレー
ナ加工した部分ストレー
ナ孔による観測方法等
が提案されている。

• 残念ながら普及には、
至っていない。
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観測孔構造 地下水観測結果

変動が認められない，
降雨との対応関係も不明瞭

4

全区間ストレーナ孔の観測例
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部分ストレーナ孔の観測例

全区間ストレーナ

浅層（帯水層1）
水頭が低く、降雨に敏感に反応。

深層（帯水層3）：水頭が高く、
長期的な変動特性。
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• 事前の調査により各層の分布を把握し、部分ストレ
ーナ孔等により、目的とする帯水層の水圧（水頭高
さ）を観測することが重要。

• しかし、部分ストレーナ孔の構造や設置に関する具
体的な方法について整理されていなかった。

土木研究所では、民間との共同研究を通じて、

「部分ストレーナ孔による間隙水圧観測の手引き」

を作成。

部分ストレーナ孔の設置における課題

6

• 部分ストレーナ孔の設置の
ための水理地質調査法及
び観測孔構造の計画手法
を標準化

• 水理地質調査法として「連
続ステップ孔内試験」を提
案

7

部分ストレーナ孔による間隙水圧観測の手引き（案）

地すべりチームのウェブページからダウンロード可能です
http://www.pwri.go.jp/team/landslide/outcome.htm

8

部分ストレーナ孔による間隙水圧観測の手順

水理地質調査

構造計画

観測孔設置

観測及び点検

連続ステップ孔内試験の提案

水理地質調査結果に基づく計画
の考え方を整理

設置作業の留意点を整理
設置・点検台帳様式（案）の提案

観測・点検の留意点を整理

• 観測孔の構造を検討するため、地下水検層
や試錐日報解析等の調査によって、観測孔
を設置するボーリング孔の水理地質（地下水
の有無、地盤の透水性の状況）の鉛直分布
を把握する。

水理地質調査
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連続ステップ孔内試験における
１ステップの実施例

• 調査区間が裸孔のため、検出精度が高い。

• 1孔で、水理地質調査を行い、部分ストレーナ
孔を設置できる。

10

連続ステップ孔内試験
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試錐日報解析（汲み上げ法）
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地下水検層の測定例（汲み上げ法）

自然水位状態 汲み上げ後
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試錐日報解析（汲み上げ）を用いた水理地質区分の判定基準
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水理地質区分・判定基準

地下水検層・試錐日報解析を用いた水理地質区分の判定基準

14

水理地質区分・判定基準 水理地質調査結果の例

15

高密度ステップ孔内試験結果（善徳地すべり Z-3-4ブロック Bv14-4’’）

【調査結果】
• 3層の帯水層と漏水層の位置を確認し、その結果を基に部分ス
トレーナ区間を決定。

• 連続ステップ孔内試験によって、別孔を掘進せずに部分スト
レーナ孔を設置。 16

連続ステップ孔内試験の実施例

帯水層1

帯水層２
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部分ストレーナ区間および止水区間の設定の考え方

すべり面

止水材

グラウト
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埋戻し
（グラウト）

【ストレーナ区間】

すべり面を含むか、または、その直上に位置
する帯水層区間（左図では帯水層2）とする。

【下部止水区間】

ストレーナ区間より下部にあり、十分な厚さを
有する非透水層とする。

【上部止水区間】

ストレーナ区間より上部にあり、十分な厚さを
有する非透水層とする。

17

部分ストレーナ構造の計画
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観測孔の構造の検討

• 部分ストレーナ孔の設置

– 計画深度にストレーナを設置

– 確実な止水処理

– 作業状況を確認し、施工不良を避ける。

• 観測機器等の設置

– 設置後に触針式水位計で計測値を確認。

• 地下水観測孔の設置・点検台帳の整備

– 観測孔および観測機器に関する情報を記録し、
維持管理に役立てる。

19

観測孔の設置

設置時に観測孔や観測機器の仕様と点検結果を記録

部分ストレーナ孔の設置・点検台帳（A票） 部分ストレーナ孔の設置・点検台帳（B票）

20

設置・点検台帳様式（案）

• 観測データの回収と確認

– 適切な間隔で観測データを回収

– 異常値の有無を確認

• 観測孔の点検

– 観測孔の変形（閉塞）やストレーナの目詰まり等

– 必要に応じて洗浄

• 観測機器等の点検

– データ回収時に１回／年以上の点検

– 水位が正確に計測できているか確認

21

観測データの回収と確認・観測孔等の点検
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